
参
院
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
声
明

２
０
２
２
年
７
月
11
日

新
社
会
党
中
央
選
挙
対
策
本
部

改
憲
勢
力
に
３
分
の
２
議
席
を
許
せ

ば
改
憲
国
民
投
票
が
具
体
的
な
政
治
日

程
に
上
る
と
い
う
、
事
態
で
の
選
挙
だ
っ

た
。
憲
法
の
最
大
の
危
機
を
前
に
、
新

社
会
党
の
存
在
自
身
が
問
わ
れ
て
い
た
。

護
憲
共
闘
再
構
築
・
強
化
の
た
め
の

「
護
憲
の
第
三
極
」
の
確
立
の
選
挙
で

も
あ
っ
た
。
立
憲
民
主
党
や
共
産
党
だ

け
で
は
、
護
憲
勢
力
の
総
結
集
と
は
な

ら
ず
、
野
党
共
闘
そ
の
も
の
が
危
機
的

な
状
況
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
だ
。
そ

の
た
め
に
社
民
党
の
政
党
要
件
の
確
保

が
何
と
し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
の
認
識
の
も
と
に
新
社
会
党
は
、

社
民
党
の
要
請
を
受
け
、
比
例
名
簿
に

党
青
年
女
性
委
員
会
の
岡
﨑
彩
子
代
表

を
登
載
し
、
共
同
し
て
戦
う
こ
と
を
決

意
し
た
。

十
数
年
ぶ
り
の
全
国
選
挙
、
党
員
の

高
齢
化
、
さ
ら
に
岡
﨑
候
補
の
決
定
も

公
示
４
カ
月
前
と
の
困
難
さ
も
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
戦

争
の
悲
惨
な
現
実
を
さ
ら
し
た
が
、
軍

事
力
に
よ
る
抑
止
力
・
軍
拡
を
後
押
し

し
た
。
さ
ら
に
投
票
日
２
日
前
に
は
安

倍
晋
三
元
首
相
銃
撃
事
件
が
起
き
、
国

民
の
理
性
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。

選
挙
結
果
は
、
改
憲
勢
力
に
三
分
の
二

議
席
を
許
す
こ
と
に
な
り
、
危
う
い
政

治
情
勢
と
な
っ
た
。

一
方
、
立
憲
民
主
党
、
共
産
党
は
比

例
票
を
減
ら
し
、
れ
い
わ
新
選
組
は
横

ば
い
の
中
、
社
民
党
が
得
票
を
増
や
し
、

困
難
視
さ
れ
た
政
党
要
件
を
確
保
し
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
。
そ
の
原
動
力

に
新
社
会
党
、
緑
の
党
、
各
地
の
憲
法

を
守
り
抜
く
と
い
う
市
民
の
奮
闘
が
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

新
社
会
党
は
奮
闘
し
た
。
岡
﨑
候
補

の
「
女
・
シ
ン
グ
ル
・
そ
れ
で
も
生
き

て
い
け
る
社
会
へ
」
の
訴
え
は
、
多
く

の
共
感
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

引
き
こ
も
り
も
経
験
し
た
候
補
者
自

身
の
言
葉
は
、
今
日
の
日
本
社
会
の
中

で
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
々
の
心
に

そ
の
ま
ま
響
き
、
様
々
な
社
会
的
弱
者

に
寄
り
添
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・

個
人
と
新
た
な
結
び
つ
き
、
関
係
の
深

化
を
構
築
で
き
た
こ
と
も
党
に
と
っ
て

の
財
産
と
な
る
。
党
員
・
関
係
者
で
共

有
し
、
教
訓
化
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

「
こ
ん
な
楽
し
い
選
挙
は
久
々
だ
」

と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
、
社
民
党
か
ら
も

「
本
気
の
共
闘
が
始
ま
っ
て
い
る
」
と

感
謝
が
届
い
た
。
遊
説
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
視

聴
し
、
「
全
国
で
活
動
す
る
新
社
会
党

の
存
在
に
感
動
し
た
」
と
の
声
、
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
か
ら
は
「
年
老
い
た
組
織

と
思
っ
て
い
た
が
、
若
い
人
た
ち
の
参

加
に
意
外
感
が
あ
っ
た
」
と
の
弁
も
聞

い
た
。

し
か
し
、
得
票
が
目
標
に
大
き
く
届

か
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
私
た

ち
の
闘
い
は
道
半
ば
で
あ
る
。
多
く
の

人
た
ち
と
出
会
い
、
繋
が
り
、
経
験
・

財
産
を
確
か
な
も
の
に
し
、
来
春
の
自

治
体
選
、
次
期
参
議
院
選
挙
に
つ
な
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

参
院
選
を
総
括
し
、
党
組
織
を
点
検

し
、
改
憲
阻
止
の
闘
い
を
担
う
た
め
に

新
社
会
党
は
引
き
続
き
前
進
す
る
決
意

で
あ
る
。
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委員長 岡﨑ひろみ

参議院選・共同選挙を闘って
新社会党の声明

第
26
回
参
院
選
は
、
憲
法
を
生
活
と
平
和
に
生
か
そ
う
と
す
る
護
憲
派

の
目
標
は
３
分
の
１
議
席
を
確
保
す
る
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
選
挙
結

果
は
社
会
民
主
党
が
得
票
を
伸
ば
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
立
憲
政
党
は
振

る
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
社
会
党
は
社
会
民
主
党
と
共
同
し
て
参
議
院
選

を
闘
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
「
党
声
明
」
を
紹
介
し
ま
す
。



安
倍
内
閣

は
２
０
２
０

年
９
月
に
総

辞
職
し
ま
し
た
。
第
１
次
安
倍
内
閣
を
含
め

た
在
任
期
間
は
実
に
３
１
８
８
日
と
、
憲
政

史
上
最
長
と
な
り
、
改
め
て
ど
の
よ
う
な

「
罪
」
を
重
ね
た
か
振
り
か
え
り
ま
す
。

第
２
次
安
倍
内
閣
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
・

３
本
の
矢
」
と
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱

却
」
を
打
ち
出
し
、
現
行
憲
法
や
行
政
シ
ス

テ
ム
の
見
直
し
を
表
明
し
ま
し
た
。
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
で
は
、
雇
用
と
賃
金
が
改
善
せ

ず
、
今
日
の
岸
田
政
権
で
も
賃
金
は
上
が
る

ど
こ
ろ
か
、
四
半
世
紀
に
わ
た
り
先
進
国
中

で
最
低
で
す
。

ま
た
歴
代
最
多
の
「
外
遊
」
数
で
す
が
、

中
国
、
韓
国
、
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
と
の
関
係
は

進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
尖
閣
」
問
題
、

朝
鮮
半
島
の
「
徴
用
工
」
問
題
、
ロ
シ
ア
と

の
「
北
方
領
土
」
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
で

す
。
そ
の
要
因
は
安
倍
元
首
相
や
自
民
党
の

歪
ん
だ
歴
史
認
識
と
外
交
姿
勢
に
あ
り
ま
し

た
。一

方
、
日
米
同
盟
を
「
ア
ジ
ア
安
保
」
に

拡
大
し
、
歴
代
米
大
統
領
と
の
絆
を
強
め
、

米
国
の
要
求
で
、
高
額
兵
器
の
爆
買
い
や
沖

縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
、
南
西
諸
島
の
軍
事

化
を
強
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
不
参
加
、
原
発
再
稼
働
な
ど
、
歴

史
の
教
訓
か
ら
学
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

内
政
で
は

消
費
税
を
２

０
１
４
年
４

月
に
５
％
か
ら
８
％
、
２
０
１
９
年
10
月
に

は
８
％
か
ら
10
％
に
増
税
し
ま
し
た
。
ま
た
、

憲
法
と
相
い
れ
な
い
悪
法
を
数
々
成
立
さ
せ
、

第
1
次
安
倍
内
閣
で
は
、
２
０
０
６
年
12
月

に
教
育
基
本
法
改
悪
、
防
衛
庁
を
省
に
昇
格

さ
せ
ま
し
た
。

第
２
次
安
倍
内
閣
で
は
２
０
１
３
年
11
月

特
定
秘
密
保
護
法
、
２
０
１
４
年
３
月
に
は

「
武
器
輸
出
３
原
則
」
を
「
防
衛
装
備
移
転

３
原
則
」
と
称
し
て
改
悪
、
２
０
１
５
年
５

月
に
は
内
閣
人
事
局
を
発
足
さ
せ
、
主
要
官

僚
の
人
事
権
に
よ
る
忖
度
政
治
の
温
床
を
つ

く
り
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
９
月
に
は
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
た
め
の
安
全
保
障
関
連
法

（
戦
争
法
）
、
２
０
１
７
年
６
月
に
は
い
わ

ゆ
る
「
共
謀
罪
」
法
な
ど
数
々
の
悪
法
や
閣

議
決
定
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

ま
た
忘
れ

て
は
な
ら
な

い
の
は
、
安

倍
元
首
相
の
数
々
の
「
疑
惑
」
で
す
。
こ

の
「
疑
惑
」
は
「
森
友
・
加
計
」
問
題
や

「
桜
を
見
る
会
」
で
す
。
森
友
学
園
建
設

予
定
地
の
国
有
地
が
な
ぜ
約
８
億
円
値
引

き
さ
れ
、
疑
惑
隠
ぺ
い
の
た
め
の
文
章
改

ざ
ん
、
虚
偽
答
弁
、
そ
し
て
当
時
の
近
畿

財
務
局
の
赤
木
俊
夫
さ
ん
の
「
自
殺
」
な

ど
未
解
決
の
ま
ま
で
す
。

ま
た
、
学
校
法
人
「
加
計
学
園
」
の
獣

医
学
部
新
設
が
突
如
と
し
て
設
置
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
学
園
の
理
事
長
は
安
倍
元
首

相
と
長
年
の
友
で
あ
り
、
こ
の
疑
惑
も
未

解
明
の
ま
ま
で
す
。

２
０
１
９
年
５
月
、
安
倍
元
首
相
が
主

催
す
る
「
桜
を
見
る
会
」
疑
惑
が
浮
上
。

公
的
な
性
格
の
場
に
安
倍
元
首
相
が
後
援

会
会
員
を
多
数
招
き
、
桜
を
見
る
会
を
私

物
化
し
た
こ
と
。
公
職
選
挙
法
違
反
の
前

夜
祭
の
ホ
テ
ル
の
飲
食
代
金
の
値
引
き
、

領
収
書
問
題
の
疑
惑
で
す
。

岸
田
内
閣
は
今
秋
に
安
倍
元
首
相
の

「
国
葬
」
を
執
り
行
う
と
表
明
し
ま
し
た
。

安
倍
元
首
相
を
美

化
し
、
数
々
の
「
負

の
遺
産
」
や
疑
惑
が

闇
に
葬
ら
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
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お問い合わせ先週刊新社会を
読みませんか

安
倍
元
首
相
の
罪

参
議
院
選
挙
遊
説
中
の
安
倍
晋
三
元
首

相
は
、
７
月
８
日
に
奈
良
市
内
で
凶
弾
に

倒
れ
ま
し
た
。
改
め
て
哀
悼
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、
銃
撃
は
民
主
主
義
に
敵
対
す

る
暴
挙
で
あ
り
厳
し
く
糾
弾
し
ま
す
。

し
か
し
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
「
ア

ベ
政
治
」
の
罪
と
闇
は
安
倍
元
首
相
の
死

去
で
免
罪
さ
れ
ま
せ
ん
。
。

安倍元首相の美化だけでいいのか？
賃
金
は
先
進
国
中
最
低

周
辺
国
に
上
か
ら
目
線

消
費
税
を
10
％
へ

違
憲
の
法
案
多
数
強
行

３
疑
惑
に
蓋
し
た
ま
ま

森
友
・
加
計
・
桜
の
会


